
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
23
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！

12霧島市議会だより第66号　　令和４年５月号13 霧島市議会だより第66号　　令和４年５月号

問
　
庁
舎
１
階
の
表
示
や
看

板
を
分
か
り
や
す
く
、
市
民

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
く
で

き
な
い
か
。

答　

本
館
の
案
内
表
示
は
、

別
館
建
設
時
に
サ
イ
ン
改
修

を
実
施
し
た
。
１
階
の
執
務

室
は
通
路
奥
に
あ
り
警
察
署

側
入
口
か
ら
見
に
く
い
た

め
、
掲
示
板
上
部
に
せ
り
出

す
形
で
、
課
名
の
色
分
け
や

窓
口
の
番
号
、
取
扱
業
務
を

表
記
し
て
目
的
の
窓
口
を
分

か
り
や
す
く
し
て
い
る
。
実

情
に
合
わ
せ
、
市
民
が
利
用

し
や
す
く
、
利
便
性
の
良
い

市
役
所
と
な
る
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
。

問　

庁
舎
内
の
整
理
整
頓
の

改
善
を
図
り
業
務
の
能
率
・

効
率
向
上
に
取
組
め
な
い

か
。

答　

年
２
回
、
執
務
室
内
の

一
斉
清
掃
の
ほ
か
、
日
頃
の

整
理
整
頓
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
、
業
務
の
能
率
・

効
率
が
向
上
す
る
職
場
環
境

を
確
保
す
る
た
め
に
、
定
期

点
検
な
ど
を
実
施
し
て
環
境

改
善
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
霧
島
市
の
環
境
問
題
に
つ

い
て

問
　
一
部
の
自
治
会
が
、
自

治
会
未
加
入
者
か
ら
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
負
担
金
を

徴
収
し
て
い
る
。
伊
佐
市
で

は
、
自
治
会
未
加
入
者
専
用

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
し
て
い
る
。
自
治
会
加
入

率
低
下
の
懸
念
も
あ
る
が
、

伊
佐
市
で
は
極
端
に
減
少
し

て
い
な
い
そ
う
だ
。
本
市
に

お
い
て
も
未
加
入
者
専
用
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
で
き
な

い
か
。

答　

国
分
・
隼
人
地
区
の
３

６
６
自
治
会
中
、
１
５
８
自

治
会
が
未
加
入
者
か
ら
負
担

金
を
徴
収
し
て
い
る
。
自
治

会
未
加
入
者
専
用
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に
つ
い
て
、

そ
の
場
所
や
方
法
、
実
現
可

能
性
を
検
討
し
て
い
る
。

市
立
国
分
中
央
高
校
生
へ
の

パ
ソ
コ
ン
は
霧
島
市
で
整
備
を

問　

文
科
省
は
、
２
０
２
２

年
度
中
に
全
国
の
高
校
で
１

人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
環
境
の

整
備
を
完
了
す
る
予
定
だ
。

高
価
な
パ
ソ
コ
ン
を
保
護
者

負
担
で
な
く
、
市
立
国
分
中

央
高
校
で
は
公
費
に
よ
り
整

備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

文
科
省
の
通
知
を
踏
ま

え
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
整
備
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
個
人
負
担
を

求
め
た
こ
と
は
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
同
様
の
考
え
だ
。

そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

対
策
に
つ
い
て

・
介
護
や
保
育
労
働
者
の
処

　

遇
改
善
問
題
に
つ
い
て

問
　
緑
の
村
は
指
定
管
理
者

が
自
主
事
業
で
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
利
用
し

て
い
る
が
、
劣
化
が
激
し
い

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
廃
止
し
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
さ
ら

な
る
拡
充
を
図
れ
な
い
か
。

答　

令
和
４
年
度
か
ら
も
、

指
定
管
理
者
が
自
主
事
業
と

し
て
利
用
を
計
画
し
て
い

る
。
廃
止
に
つ
い
て
は
、オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
拡
充
の
計

画
は
な
い
が
、
引
き
続
き
指

定
管
理
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
本
施
設
を
効
果
的
に

活
用
し
、
さ
ら
な
る
利
用
者

の
増
加
に
努
め
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
基
腐
病
対
策
は

問　

基
腐
病
の
対
策
と
し

て
、
県
及
び
市
の
取
組
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

県
は
対
策
と
し
て
、
明

渠
排
水
や
混
層
耕
、
堆
肥
施

用
と
い
っ
た
病
害
予
防
に
対

す
る
補
助
事
業
や
、
薬
剤
購

入
費
、
苗
・
種
芋
の
購
入
費

と
い
っ
た
病
害
防
除
に
対
す

る
補
助
事
業
を
新
た
に
創
設

し
た
。
本
市
は
、
基
腐
病
の

防
除
研
修
会
を
開
催
し
、
生

産
者
協
議
会
を
設
立
し
た
。

今
後
、同
協
議
会
を
通
じ
て
、

県
事
業
の
導
入
や
定
期
的
研

修
会
、
予
防
防
除
の
推
進
に

努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
林
業
に
つ
い
て

川
窪
　
幸
治 

議
員

宮
内
　
博  

議
員

木
野
田
　
誠  

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
令
和
４
年
11
月
末
期
限

か
ら
２
年
間
延
長
さ
れ
た
、

簡
易
無
線
機
の
更
新
を
行
う

自
治
会
数
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い

か
。
補
助
率
と
１
機
当
た
り

の
単
価
額
は
。

答　

簡
易
無
線
機
を
設
置
し

て
い
る
６
７
６
自
治
会
中
、

82
自
治
会
が
戸
別
受
信
機
の

使
用
期
限
を
迎
え
、
ア
ナ
ロ

グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式

へ
更
新
す
る
予
定
で
あ
る
。

無
線
・
有
線
放
送
施
設
整
備

事
業
で
、
事
業
費
の
60
％
の

補
助
率
と
な
り
、
１
機
当
た

り
の
見
積
書
で
確
認
す
る
と

約
２
万
５
千
円
か
ら
３
万
５

千
円
で
あ
る
。

牧
園
総
合
支
所
前
及
び
牧
園

ア
リ
ー
ナ
前
へ
屋
根
付
バ
ス

停
留
所
の
設
置
を
望
む

問　

急
な
雨
天
時
は
濡
れ
な

が
ら
バ
ス
を
待
つ
光
景
を
見

る
が
、
屋
根
付
バ
ス
停
留
所

を
設
置
で
き
な
い
か
。

答　

バ
ス
停
留
所
の
維
持
・

管
理
運
営
は
、
バ
ス
事
業
者

が
行
っ
て
い
る
。
再
三
要
望

を
行
っ
て
い
る
が
、
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
、
利
用

者
減
少
に
よ
る
バ
ス
事
業
の

経
営
悪
化
等
が
あ
り
困
難
と

の
こ
と
。
牧
園
総
合
支
所
前

バ
ス
停
留
所
に
つ
い
て
は
、

総
合
支
所
の
軒
下
を
開
放

し
、
バ
ス
待
合
所
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
バ
ス
会

社
及
び
中
学
校
へ
の
周
知
を

行
い
対
処
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

問
　
犬
や
猫
な
ど
の
フ
ン
害

に
よ
る
苦
情
・
相
談
件
数
は
。

ま
た
、
犬
の
フ
ン
を
発
見
し

た
場
合
、
黄
色
の
チ
ョ
ー
ク

で
目
印
を
つ
け
る
こ
と
で
飼

い
主
に
自
主
的
な
回
収
を
促

す
「
イ
エ
ロ
ー
チ
ョ
ー
ク
作

戦
」
を
市
民
に
も
周
知
広
報

で
き
な
い
か
。

答　

令
和
元
年
度
が
48
件
、

２
年
度
が
34
件
、
３
年
度
が

１
月
末
現
在
で
40
件
あ
る
。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
関
す
る

相
談
が
多
い
。
環
境
美
化
推

進
員
が
作
戦
を
実
施
し
て
い

る
が
、
市
民
全
体
へ
の
広
が

り
を
促
す
た
め
広
報
等
で
紹

介
し
希
望
者
へ
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
の
配
布
を
検
討
す

る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
不
安
を
か

か
え
る
高
齢
者
に
配
慮
を

問　

高
齢
者
向
け
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
教
室
を
開
催
で
き

な
い
か
。

答　

通
信
事
業
者
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
令
和
３
年
度
に

霧
島
・
横
川
・
溝
辺
で
１
回

ず
つ
開
催
し
た
。
令
和
４
年

度
は
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
て

い
な
い
地
域
を
中
心
に
回
数

を
増
や
す
な
ど
、
さ
ら
に
充

実
し
た
取
組
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
難
病
や
障
が
い
を
抱
え
る

方
へ
の
支
援
に
対
す
る
取

組
に
つ
い
て
問
う
。

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市

の
状
況
と
取
組
に
つ
い
て

問
　
鹿
児
島
神
宮
西
側
地
域

の
市
道
神
宮
～
内
山
田
線
の

歩
道
未
整
備
区
間
で
、
用
水

路
の
敷
地
を
活
用
し
た
歩
道

整
備
は
で
き
な
い
か
。

答　

鹿
児
島
神
宮
の
関
係
者

か
ら
、
用
水
路
へ
橋
を
架
け

て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。

ま
た
、
鹿
児
島
神
宮
が
国
の

重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
た

こ
と
で
、
交
通
量
や
観
光
客

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
通

学
す
る
児
童
や
、
歩
行
者
の

安
全
を
確
保
す
る
手
法
を
関

係
者
と
協
議
し
検
討
す
る
。

問　
｟
仮
称
｠
隼
人
駅
北
線

の
必
要
性
と
今
後
の
取
組
状

況
は
ど
う
か
。

答　

同
路
線
は
、
必
要
不
可

欠
な
路
線
で
あ
る
。
地
元
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

整
備
内
容
や
事
業
手
法
、
関

係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
い

く
。

姉
妹
都
市
海
津
市
を
親
し
く

感
じ
る
取
組
を

問　

海
津
市
か
ら
人
事
交
流

で
派
遣
さ
れ
て
い
る
職
員
を

市
報
に
掲
載
で
き
な
い
か
。

答　

職
員
を
個
別
に
取
り
上

げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
海
津
市
と
の
交
流
関
連

記
事
に
あ
わ
せ
紹
介
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。

前
田
　
幸
一  

議
員

久
保
　
史
睦  

議
員

松
枝
　
正
浩  

議
員

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

国分庁舎 1階フロア

め
い

き
ょ

こ
ん
そ
う

「霧島緑の村」の敷地内

市道神宮～内山田線

も
と
ぐ
さ
れ


